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通貨ニュース 

インド：2024年通年の国際収支統計を受け

て～増勢を強める「デジタル黒字」～ 

 

3 月 28 日、インドの 2024 年 10～12 月期国際収支統計が公表された。同四半

期の経常収支は▲115 億ドルの赤字と、7～9 月期の▲167 億から赤字幅が縮

小した（図表 1）。貿易赤字縮小、およびサービス黒字拡大の双方が経常赤字

縮小に寄与した格好だ。特に、サービス黒字は+512 億ドルを記録し、過去最

高を更新している。 

他方で金融収支（外貨準備除く、以下同様）に目を移せば、2024 年 10～12 月

期に▲266 億ドルとなり、こちらは過去最大の流出超を記録した（図表 2）。特
に、証券投資は 7～9 月期の+199 億ドルから▲114 億ドルに変化しており、落

差が凄まじい。同期間の INR は対ドルで史上最安値をじりじりと更新していた

が、証券投資フローに伴う資金流出が主因であろう。もっとも、この点は日次で

確認できる海外投資家の資金フローからも判断できたことであり、新味があるわ

けではない。 
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以上が現状の国際収支の外観だが、話を経常収支に戻そう。筆者はインドの

経常収支に関し、特にサービス収支に着目している。過去の『通貨ニュース』

（*）において筆者は、インドのサービス収支、特に「通信・コンピュータ・情報サ

ービス収支」に注目しつつ、インドが世界トップクラスの「デジタル黒字国」であ

ると論じた。 

この点、上記の通り 2024 年通年の国際収支統計が揃ったので、振り返ってお

きたい。通年の通信・コンピュータ・情報サービス収支は+1540 億ドルと前年比

+9.5％を記録した（図表 3）。2023 年に同項目で圧倒的一位の黒字を計上した

のはアイルランドであり、2024 年に関しては筆者試算で+2746 億ドル（前年比

+17.9％）であった。原系列は EUR 評価のため、為替差異で多少のブレは生じ

るだろうが、圧倒的最大には変わりがない。 

過去の『通貨ニュース』（*）で記載した通り、通信・コンピュータ・情報サービス収

支は所謂「デジタル収支」の最大かつ主要の項目であり、アイルランドとインドは

他国とはけた違いの水準の黒字を記録している。国際的な横比較は、必要な

データセットが揃い次第行いたいが、この 2 トップは揺るぎようがない。 

この 2 か国の大きな違いは、IT サービスに関し国内にビジネス拠点が実際にあ

るかどうかだ。アイルランドは、税務上の観点から本社機能が置かれている可能

性が非常に高い。例えば、誰もが知る世界最大のコンサルティング会社の本社

は、アイルランドにある。ただ、ビジネス上の本社機能がアイルランドにあるわけ

では全くない。つまり、アイルランドが有する巨額の通信・コンピュータ・情報サ

ービス収支黒字は、実際にアイルランドに還元されているとは言い難い。 

逆に、インドに関しては、実態を伴った黒字を稼げている可能性が高い。インド

発の ITグローバル企業もあり、そもそも節税の観点からインドに登記を移すとい
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図表 1：インドの経常収支（億ドル）  図表 2：インドの金融収支（億ドル） 

 

 

 
出所：CEIC、みずほ銀行  出所：CEIC、みずほ銀行 

図表 3：インドのサービス収支：主要項目の推移  図表 4：インドのサービス収支（月次） 

 

 

 
出所：Macrobond、みずほ銀行  出所：Macrobond、みずほ銀行 
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-1,200
-1,000
-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

1,000

'13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20 '21 '22 '23 '24

第2次所得収支 第1次所得収支

サービス収支 貿易収支

経常収支

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

500

'13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20 '21 '22 '23 '24

その他投資 金融派生商品

証券投資 直接投資

金融収支（除く外貨準備）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

12 14 16 18 20 22 24

専門・経営コンサルティング
サービス
通信・コンピュータ・情報サー
ビス収支

（億ドル）

0

100

200

300

400

500

600

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

サービス収支

（億ドル）

うスキームは少なくとも筆者は聞いたことがない。よって、筆者は通信・コンピュ

ータ・情報サービス収支に関し、インドのそれは「中身がある」のに対し、アイル

ランドのそれは「中身がない」と考えている。つまり、実質的にインドは「世界最

大のデジタル黒字国」と評することも可能なのだ。 

いずれにしても、サービス黒字は 2025年に入って以降もその水準を切り上げて

いる（図表 4）。現在は貿易赤字を打ち返せる規模とは言い難いが、貿易サービ

ス収支全体で見た赤字規模を抑制していることは確かである。中長期的な INR
相場に関しては、この綱引きが重要なファクターになると筆者は考えている。 

（*）詳細は、2024 年 9 月 9 日発行の通貨ニュース、『インド：貿易サービス収支

の動向について～貿易赤字 vs デジタル黒字～』をご覧ください。 


